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鎌
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発
刊
協
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グ
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朝
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新
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ー
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ろ
う
。
風
の
涼
し
さ
、
木
の

葉
の
音
の
、
乾
き
具
合
も
。

　
傾
い
た
陽
を
受
け
た
草
木

も
、
護
岸
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

さ
え
黄
金
色
。
民
家
も
う
っ

す
ら
夕
焼
け
色
。
秋
は
小
鳥

た
ち
に
も
。
初
夏
の
美
声
を

忘
れ
た
ホ
オ
ジ
ロ
や
ウ
グ
イ

ス
が
地
鳴
き
し
て
い
る
。
里

山
に
穏
や
か
な
秋
が
来
た
。

　
山
の
影
が
の
び
て
、
逆
光

に
透
け
る
コ
ス
モ
ス
が
ひ
と

き
わ
明
る
く
輝
い
た
。

水
彩
画
　
31
×
41
㎝

　
葉
山
町
の
下
山
川
河
畔
、

ス
ス
キ
に
囲
ま
れ
て
コ
ス
モ

ス
が
咲
い
て
い
た
。
秋
を
感

じ
る
。
い
や
、
気
が
付
け
ば

周
り
中
が
秋
の
気
配
。
こ
の

陽
の
や
わ
ら
か
さ
は
ど
う
だ
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「
コ
ス
モ
ス
」

黒
川　

明

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

　「
乗
ら
な
い
車
が
あ
る
」「
車

を
で
き
る
だ
け
高
く
売
り
た

い
」
そ
ん
な
人
に
お
勧
め
し
た

い
の
が
、
鎌
倉
で
多
数
の
実

績
を
も
つ
、
車
買
取
店 

「
ハ
ッ

ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店
」。

　
大
き
な
店
舗
を
持
た
ず
、
地

域
密
着
の
出
張
査
定
に
特
化
す

る
こ
と
で
、
抑
え
た
経
費
を
買

取
金
額
に
還
元
し
、
高
額
買
取

を
実
現
。「
大
切
に
し
て
き
た

車
を
手
放
す
の
は
不
安
な
こ

と
。
丁
寧
・
確
実
な
対
応
で
安

心
し
て
売
却
で
き
る
地
元
車
買

取
店
の
当
店
に
、
お
任
せ
く
だ

さ
い
。」
と
坂
野
代
表
。

　
同
店
で
は
他
社
で
査
定
額

が
０
円
と
言
わ
れ
た
車
も
最

低
２
万
円
以
上
で
買
取
る

（
１
６
０
０
cc
以
下
は
５
千
円

以
上
）。
出
張
査
定
だ
か
ら
外

出
不
要
。

手
続
き
か
ら
引
き
取
り
ま
で

無
料
で
行
っ
て
く
れ
る
。
売

却
を
考
え
て
い
る
人
は
一

度
、
査
定
を
依
頼
し
て
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 
鎌
倉
店

（
七
里
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）　

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

９
時
〜
21
時
・
定
休
日
な
し 「自動車税の還付手続き

も行います（軽除く）」

車
の
売
却
を
お
考
え
の
方
へ

電
話
一
本
で
無
料
出
張
査
定

鎌
倉
で
安
心
の
車
買
取
店

 
 
 
 
 

 
 
 

孤
立
す
る
人
が
増
え
て
い

る
。
最
近
で
は
、「
コ
ロ
ナ
う

つ
」
な
ど
と
い
う
言
葉
と
共

に
自
殺
者
が
増
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い

が
、
今
日
ま
で
コ
ロ
ナ
で
亡

く
な
っ
た
人
は
１
６
７
０

人
（
10
月
18
日
現
在
）。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
１
年
間
に

亡
く
な
る
人
が
３
３
２
５

人
（
２
０
１
８
年
）。
お
風

呂
で
溺
れ
て
亡
く
な
る
人
が

５
３
９
８
人（
２
０
１
８
年
）、

交
通
事
故
で
亡
く
な
る
人
は

３
２
１
５
人（
２
０
１
９
年
）

ほ
ど
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
な
っ
た
り
交
通
事
故
に

あ
う
か
ら
外
出
し
な
い
、
お

風
呂
は
溺
れ
る
か
ら
入
ら
な

い
と
い
う
人
は
多
く
は
な
い

は
ず
で
あ
る
。

　
緩
め
す
ぎ
る
の
も
問
題
だ

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
を
予

防
す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
が

増
え
、
他
の
病
気
で
健
康
を

害
し
て
し
ま
っ
て
は
何
の
た

「
な
ぜ
行
っ
た
ん
だ
、
行
っ

た
の
を
知
っ
て
い
た
ら
受
診

し
な
か
っ
た
」
な
ど
と
言
わ

れ
た
。感
染
者
へ
の
中
傷
や
、

自
粛
警
察
、
マ
ス
ク
警
察
、

帰
省
警
察
と
呼
ば
れ
る
よ
う

な
人
が
現
れ
、
不
安
か
ら
差

別
が
生
ま
れ
、
分
断
が
生
ま

れ
た
。

　
そ
し
て
学
校
が
休
校
に

な
っ
た
り
経
済
活
動
が
止

ま
っ
た
こ
と
で
、
生
活
困
窮

者
の
相
談
や
望
ま
な
い
妊

娠
、
家
庭
内
暴
力
な
ど
の
相

談
も
増
え
た
と
い
う
。

　
気
軽
に
外
出
も
で
き
な
く

な
り
人
と
の
接
触
が
減
り
、

孤
独
で
い
る
こ
と
が
増
え
、

　「
健
康
」
と
広
辞
苑
を
引

く
と
、「
身
体
に
悪
い
と
こ

ろ
が
な
く
心
身
が
す
こ
や
か

な
こ
と
」
と
あ
る
。

　
僕
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
広
が
る
ク
ル
ー

ズ
船
に
医
療
支
援
に
行
っ
て

か
ら
８
カ
月
、
学
校
の
全
国

一
斉
休
校
、
緊
急
事
態
宣
言

な
ど
を
経
て
、
生
活
様
式
は

大
き
く
変
わ
り
感
染
予
防
と

し
て
不
要
、
不
急
の
外
出
や

３
密
を
避
け
る
生
活
が
当
た

り
前
に
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
は
、
こ
う
い
っ
た

対
策
を
す
る
こ
と
で
あ
る
程

度
、
予
防
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
の
弊
害
も
明
ら

か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
ク
ル
ー
ズ
船
に
行
っ
た

後
、「
今
後
２
カ
月
間
は
出

入
り
し
な
い
で
く
れ
」
と
か
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コ
ロ
ナ
禍
に
考
え
る
「
健
康
」
と
は

医
学
博
士　

酒
井　

太
郎

め
の
感
染
予
防
か
分
か
ら
な

く
な
る
。
現
代
は
他
人
に
も

自
分
に
も
多
く
の
こ
と
を
求

め
す
ぎ
て
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
あ
ま
り
多
く
を
求
め

ず
、
一
日
一
日
を
大
切
に
生

き
な
が
ら
、
感
染
予
防
と
生

活
制
限
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
暮
ら
す
こ
と
が
大
事
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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災
害
時
に
被
災
者
支
援
を

効
果
的
か
つ
円
滑
に
実
施
す

る
た
め
、10
月
26
日
、地
域
防

災
を
担
う
市
民
団
体
「
か
ま

く
ら
防
災
士
ネ
ッ
ト
」
が
発

足
し
た
＝
６
面
に
ご
案
内
。

　
鎌
倉
在
住
、
在
勤
の
防
災

士
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る

資
格
保
有
者
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ

事
務
局
（
さ
か
い
内
科
・
胃

腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
）
☎

０
４
６
７
・
23
・
０
０
１
５

　
鎌
倉
朝
日
は
朝
日
新
聞
の
読

者
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
で
創
刊
さ

れ
た
タ
ウ
ン
紙
で
す
が
、
発
行

を
継
続
で
き
た
の
は
皆
様
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
に
密
着
し
た
話
題
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。ご
支
援
、

ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。
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読
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広
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防
災
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ッ
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発
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